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資料の内容

【ご報告】

情報発信と対話の場を立ち上げました

【論点】

今回から事務局の準備した論点に沿って各分
野の専門家からのインプットと議論を進めつつ、

さらに議論すべき追加の論点（今回は4点）



情報発信と対話のためのサイト立ち上
げました https://www.es-inc.jp/energysituation/





事務局からの論点に加えて
この懇談会で議論すべきこと
（今回は4点）



①電力(25％)以外のエ
ネルギーの議論も必要



【出典】エネルギー調査統計より作成

4割を占める「熱」をどう考えるのか?
日本の総最終エネルギー消費量の内訳（2015年度）

再エネ化

EV＋
再エネ化、
FCVなど

電化できない
熱もある



②個人・地域の視点からの
エネルギーの議論が必要



大量・安定・安価な電力が必要な産業用と、
家庭用を分けて考える

最終エネルギー消費量の割合（2015年度）

エネルギー白書2017



個人・地域のエネルギー自立化
パーソナルエナジー
6kw出力18kwh容量

オフグリッド化

発電量と
残量を見ながら
電気を使う

｢快適ですよ！
何の問題も
ありません」



個人のエネルギー自立をどう進めるか



地域のエネルギー自給
＝地域経済・レジリエンス向上

●鹿児島県屋久島（人口約1万3千）：本土と送電線
がつながっていない

•民間事業者が水力発電事業を行い、送電と小売りを担
当するグループがエリアごとに4つあり、地域ごとの配電組合
が独自の運営を行っている

●長崎県壱岐島（人口3万弱）：本土と送電線がつな
がっていない

•経産省の実証事業始まる

•島内のメガソーラー→EVの電源として使うとともに

• EVを蓄電池として使う→島内の電力全量を再エネ可も



地域内でのエネルギー融通による
エネ自給率アップへ
論点の１つに位置づけ、専門家を招聘して議論させて
ほしい（技術や制度など）

•地域にとって：本当の意味での地方創生

•事業者にとって：新しいビジネスチャンス

公共施設

バイオディーゼル

病院

HOSPITAL
HOSPITAL

系統電力でバックアップ

蓄電池 電力制御

太陽光



③再エネの可能性とコス
トについての検証が必要



日本はもはや再エネ後進国ではない！

2016年5月4日のピークの1時間(12～13時)

日本全体の電力需要のうち、

再エネがまかなったのは 45.7％
四国電力：79%
九州電力：77%
北海道電力：71%弱
東北電力：62%弱

5月4日の1日間：27.5%

5月の1ヶ月：20％

2016年度の1年間：13.8%

15http://sustainable-zone.org/wordpress/wp-content/uploads/sustainablezone-2016FY-report.pdf



多くの人も知りたい
再エネでいける！ vs 再エネ限定論
第1回情勢懇でのご発言
「今の再エネは、とてもじゃないけれども、代替エネルギーに
なりそうにない」
「再生エネルギーの持つ制約要因もたくさんあると思うが」
「再生可能エネルギーについては系統の安定化、コスト低
減、蓄電池、新技術の開発が重要」
など

日本には再エネ技術はあるのに、なぜ???
日本には、RE100企業がどんどん生まれないのか？
再エネ事業者は、「国内では難しい」と、海外での事業
に注力するしかないのか？







④2050年以後、再エネでコ
スト的にも量的にも電力がま
かなえるようになっても、原発
は必要なのか?

何を判断基準に、どのようなプロセスで議論・
判断していくのか？


